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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体に類似した7つの膜貫通タンパク質であると予測される、βケモカイン受容体ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質はT細胞とマクロファージによって発現され、HIVを含むマクロファージ指向性ウイルスが宿主細胞に侵入するための重要な共受容体であることが知られています。この遺伝子の欠陥アレルは、HIV感染抵抗性と関連付けられています。この受容体のリガンドには、単球走化性タンパク質2（MCP-2）、マクロファージ炎症性タンパク質1α（MIP-1α）、マクロファージ炎症性タンパク質1β（MIP-1β）、活性化制御性正常T細胞発現・分泌タンパク質（RANTES）などがあります。この遺伝子の発現は前骨髄芽球細胞株でも検出されており、このタンパク質が顆粒球系細胞の増殖と分化に関与している可能性が示唆されています。この遺伝子は、ケモカイン受容体遺伝子クラスター領域に位置しています。この遺伝子の対立遺伝子多型は、機能的対立遺伝子と非機能的対立遺伝子の両方を生み出します。参照ゲノムは機能的対立遺伝子を表します。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする2つの転写産物バリアントが見つかっています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	L-02（1）細胞溶解物に対するCD195マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	CD195 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

